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Is Not
ゼングは、昨年の京都滞在時に出会った茶道をふまえ、その儀

式性をコレオグラフィとして捉え直すことに今回の作品の着想を得

ています。一方、谷中は、彫刻とパフォーマンスとの間をつねに往

還しつつ、そこに立ちあらわれる関係性を一つの「持続」として生

起させようと企図しています。本展は、異なる文化的背景や経験を

持つ二人による、二つの異なるアプローチが隣り合うことで、鑑賞

者に新たな対話と思考の空間を開くことを期待しています。
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京都芸術センターでは、東山 アーティスツ・プレイスメント・サービス（HAPS）と
連携し、京都市立芸術大学大学院 美術研究科彫刻専攻を修了後、京都市芸
術文化特別奨励者に選定され、現在はドイツで制作を行う谷中佑輔と、2016年
にゲーテ・インスティトゥート・ヴィラ鴨川に滞在したベルリンを拠点に活動する
Judith Sengの二人展を開催します。

ドイツと日本の彫刻家による二人展です。どちらもパフォーマンスを通して身体と彫刻の関
係性に注目します。茶道の「点前」という言葉に着想を得たというコンセプトからどんなアプ
ローチが見られるのか、ご期待ください。 當間芽（アートコーディネーター）

本展は、現在ベルリンに拠点をおく二人のアーティスト、ユー

ディット・ゼングと谷中佑輔による、パフォーマンスと彫刻の

関係性を巡る展覧会です。

ゼングは昨年、ゲーテ・インスティトゥート・ヴィラ鴨川のレジデント

アーティストとして京都に滞在しました。谷中は東山 アーティスツ・プ

レイスメント・サービス（HAPS）が運営するHAPSスタジオでの活動を

経て、現在ベルリンでコンテンポラリーダンスを学んでいます。

二人は、それぞれの関心から、空間、物質、身体が相互に干渉

し合う構造をつくりだす作家であるといえます。そこでは、彫刻あ

るいはインスタレーションと身体の動きは、別のものではなく、等し

く、あるプロセス、ある関係性を示しており、それは行為遂行的な

ものとして思考するための場の構成を可能とするものです。

The Point in Front Is Not the Point in Front Is Not
会期：7月13日（木）－8月13日（日）

会場：ギャラリー北・南
出展作家：谷中佑輔、Judith Seng
企画・監修：東山 アーティスツ・プレイスメント・サービス（HAPS）

主催：京都芸術センター
助成：ゲーテ・インスティトゥート・ヴィラ鴨川

谷中佑輔 （たになか ゆうすけ）
大阪市生まれ、ベルリン在住。2014年、京都市立芸術
大学大学院美術研究科彫刻専攻修了。2016年、京都市
芸術文化特別奨励者。お互いに関係を持った彫刻とパ
フォーマンス、あるいはその関係性を背景としたそれぞれ
の独立した表現方法から成る作品を制作/発表している。
主な個展に、『In/Flesh/Out Kunstraum Kreuzberg/
Bethanien』（TWS resident room、ベルリン、2015）、『Have 
a Good Appetite』（児玉画廊、京都、2014）など。

Judith Seng（ユーディット・ゼング）
アーティスト、デザイナー。ベルリンの大学でプロダクトデ
ザイン、プロセスデザインを学んだ後、現在も同市に在住。
日常生活にみられる、移行過程にあり、儀式的で行為遂行
的な領域に関連する、社会－物質的実践について探求し
ており、実験的なプロジェクトシリーズ「アクティング・シン
グス」では、パフォーミングアートの要素を取り入れて、生
産のプロセスをリサーチした。作品はソウル・アート・セン
ター、ケルン応用芸術美術館、東京アートミュージアム等
で展示され世界的に活躍している。

ACTING THINGS I - Production Theater, 2011, HAU Berlin
©Judith Seng

《Pulp Physique》 2016　Photo：熊谷篤史
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各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）

催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、TEL、FAXで事前に
お申込ください。チケット窓口でも受け付けます。
※ 印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です（制作支援事業は京都芸術
センターチケット窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外） その他、友の会特典詳細についてはウェブ
サイトをご覧ください
※各種年齢別・学生料金は要証明書呈示

美術

展覧会
『のっぴきならない遊動：
黒宮菜菜／二藤建人／若木くるみ』
Co-programカテゴリーB（展覧会事業）採択企画
会期： 5月25日（木）－7月2日（日）10:00－20:00 
会場：	ギャラリー北・南、和室「明倫」
		  ※入場無料
企画：	黒宮菜菜
主催：「のっぴきならない遊動」展実行委員会、

京都芸術センター

『ニュー・ファンタスマゴリア
─スライドショー新世紀』
Co-programカテゴリーＣ（共同実験）採択企画
音楽と同期する新しいスライドショーの上映会。
会期：	7月13日（木）－7月16日（日）

	 10:00－17:00（最終入館16:30）

		  ※13日のみ19時まで開場
会場：	フリースペース
出展作家：港千尋＋DOZAN11、勝又公仁彦、

キオ・グリフィス、佐久間里美、鈴木崇、
澄毅、関口涼子＋DOZAN11、武田陽介、
田中和人、中屋敷智生、矢津吉隆、山内
亮二、山本聖子

※会期中無休・入場無料

［関連企画］
トークイベント
日時：	7月13日（木）19：00－20:30
会場：	フリースペース
登壇：	港千尋（写真家・著述家、多摩美術大学教授）、

勝又公仁彦（写真家・美術家、京都造形芸術大

学准教授）、佐藤守弘（視覚文化研究者、京都精

華大学教授）、DOZAN11（音楽家）、三木学（編

集者・色彩研究者） ほか
※入場無料、事前申込不要
主催：	ニュー・ファンタスマゴリア実行委員会、

京都芸術センター
※Topic03（P4）もご覧ください

The Point in Front Is Not the Point in 
Front Is Not
会期：	7月13日（木）－8月13日（日）

	 10:00－20:00
※7月14日～16日は祇園祭のため17:00閉館
※会期中無休・入場無料

会場：	ギャラリー北・南
企画・監修：東山 アーティスツ・プレイスメント

サービス（HAPS）

主催：	京都芸術センター
助成：	ゲーテ・インスティトゥート・ヴィラ鴨川
※Topic01（P1）もご覧ください

伝統

伝統芸能文化創生プロジェクト 講座シリーズ#1
フリースタイルな僧侶たちの聲明
聲明の講座とワークショップ。
日時：7月29日（土）15:00－16:30
会場：一念寺（下京区）

集合：14:50 植松児童公園（下京区紅葉町）

		  ※時間厳守
講師：若林唯人 ほか（フリースタイルな僧侶たち）

料金：500円
定員：30名（先着順）

申込：6月26日（月）より受付開始

トラディショナル・シアター・トレーニング
2017成果発表会
国内外からの参加者が第一線で活躍する講師
の下で、能・狂言・日本舞踊の集中稽古を行うト
ラディショナル・シアター・トレーニング（T.T.T.）。
発表会では3週間の成果を披露します。
日時：	8月8日（火）開場15:30 開演16:00
会場：	大江能楽堂（中京区）

出演：	T.T.T.2017参加者、T.T.T.2017講師
※入場無料・事前申込不要

音楽

『日輪の翼』公開クリエイション
〜輪舞するために〜
Co-program カテゴリーA（共同制作）採択企画
やなぎみわ演出による野外劇『日輪の翼』は、東
九条マダンの皆さん、韓国からの招聘アーティ
ストを迎えた、朝鮮半島のリズムが鳴り響く饗
宴です。今年９月の公演に先立ち、音楽のクリ
エイションの様子を公開します。
日時：	7月17日（月・祝）16:00
会場：	講堂
出演：	東九条マダン、陳太一、浜辺ふう

【招聘アーティスト】イム・スンファン、イ・ソンス
【『日輪の翼』楽隊】JanMah、荒井康太、重森三果
料金：無料
定員：50名（先着順／要事前申込）

主催：一般社団法人MIWA YANAGI OFFICE、
京都芸術センター

※Topic04（P4）もご覧ください

トークイベント

建築S
シンポシオン

ymposion
－日独仏の若手建築家による－ 
キックオフシンポジウム 
この夏、日独仏の先鋭の若手建築家が交流・
ディスカッションを重ねながら、京都芸術セン
ターのグラウンドに約一週間だけの仮設集落を
創出します。6月はそのプロジェクトに先立ち、
キックオフシンポジウムを開催します。
日時：	6月23日（金）19:00－21:00
会場：	講堂
登壇：	五十嵐太郎（建築批評家、東北大学教授）、

家成俊勝（ドットアーキテクツ）、加藤比呂史、
島田陽、スヴェン・プファイファー、ルード 
ヴィヒ・ハイムバッハ、セバスチャン・マル
ティネス・バラ、バンジャマン・ラフォール

料金：	無料
定員：	100名（先着順／要事前申込）

主催：	京都芸術センター、ゲーテ・インスティ
トゥート・ヴィラ鴨川、アンスティチュ・フ
ランセ関西

國府理「水中エンジン」redux 関連イベント
ゲストトーク：浅田彰
日時：	7月22日（土）19:00－20:30　
会場：	ミーティングルーム2
話し手：浅田彰（批評家）

聞き手：遠藤水城（國府理「水中エンジン」再制作プ

ロジェクト実行委員会代表／HAPS代表）

※入場無料、事前申込不要
主催：	東山 アーティスツ・プレイスメント・サー

ビス（HAPS）、國府理「水中エンジン」再制
作プロジェクト実行委員会  

共催：京都芸術センター

東アジア文化都市2017 京都

フェルトシュテルケ・インターナショナル
－東アジア文化都市2017－ 
パブリックプレゼンテーション
中国・長沙市、韓国・大邱広域市、そして京都市での
フィールドワークとリサーチを経た日中韓の学生・若手
アーティスト3名5組による共同制作のプランを発表。
日時：	7月9日（日）14:00－18:00（途中休憩あり）

会場：	講堂 ※入場無料、入退場自由

主催：	東アジア文化都市2017京都実行委員会、
京都市、文化庁 

企画制作：京都芸術センター
※Topic02（P4）もご覧ください

チェ・ジョンファ ワークショップ
東アジア文化都市2017京都「アジア回廊 現代
美術展」の出展作家でもある韓国人アーティスト
のチェ・ジョンファによる創作ワークショップ。
1万個のザルを自由に組み合わせて、二条城で展
示される作品をみんなで一緒につくりましょう。
日時：	7月29日（土）、30日（日）12:00–16:00
会場：	講堂
講師：	チェ・ジョンファ
対象：	小学3年生以上
料金：無料
定員：	各日20名（要事前申込）

申込：	E-mail又はFaxに、氏名・年齢・連絡先
（電話／E-mailアドレス）・参加日時を明記。

　E-mail：info@asiacorridor.org
　FAX：075-213-1004
問合せ：東アジア文化都市2017京都現代美術

部門運営委員会

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアーティ
ストによるワークショップ（参加無料・要事前申込）

※詳細はウェブサイトをご覧ください

遊劇体「レコード漫談
～LPレコードで聴く演劇～」
レコードディーラーとしての顔も持つ主宰・キタ
モトマサヤが、70年代アングラ劇団のレコード
作品を中心に、解説付きでご紹介します。
日時：	7月2日（日）14:00－16:00
会場：	制作室3
定員：	20名

ウミ下着「ウミ下着のハッピーラッキー
レディオダンス公開収録」
ダンスについて話すインターネットラジオ番組
の公開収録。ラジオダンスの振り付けも体験で
きます。
日時：	7月6日（木）19:30－20:30
会場：	制作室3
定員：	10名
※動きやすい服装でお越しください。

トランク企画
「正直に嘘をつく～即興で物語を創ってみよう～」
小さな頃、ワクワクしてデタラメに物語を創った
ことはありませんか。そんな気持ちを思い出し
ながら、「正直な嘘」をキーワードに即興で物語
を作りましょう。
日時：	7月8日（土）14:30－17:00
会場：	制作室3
定員：	12名
※動きやすい服装でお越しください。

MuDA「整体と運動 vol.2」
首痛、肩痛、腰痛、膝痛、手足首の捻挫、突き
指など、困っている方は是非ご参加ください。
逆さ、上下、回転、接触などのMuDA循環運動
基礎も実施します。
日時：	7月13日（木）19:00－20:30
会場：	制作室7
定員：	15名
持物：	水やタオル等
※動きやすい服装でお越しください。

制作支援事業

演劇ユニットよいとなVol.3 『自由研究』
映画『ハッピーアワー』の出演をきっかけに知り
合った異色の3組によるダンス・音楽・演劇の1日
限りのブッキングイベント。
日時：	7月22日（土）14:00／18:00
会場：	恵文社コテージ（左京区）

料金：	一般1500円（前売・当日共）

	 小学生以下1000円（前売・当日共）

		  ※1ドリンク付
問合せ：演劇ユニットよいとな
　E-mail：unit.yoitona@gmail.com

トランク企画『口kuchi』
口をモチーフに、俳優たちが即興でお届けする
オムニバスの物語。
日時：	8月3日（木）、4日（金）19:30
会場：	UrBANGUILD（中京区）　　
料金：	一般前売2,000円／当日2,300円 
	 学生1,500円（前売・当日共）

	 リピーター1,500円
		  ※１ドリンク制
問合せ：トランク企画	
　TEL：090-5964-2210　　　　　　
　E-mail：trunkkikaku@yahoo.co.jp

ウミ下着『すべてがダンスになる 家で篇』
この世界にあるすべてのものがダンスになりえ
ることを証明する公演。
日時：	8月10日（木）16:00
	 11日（金・祝）、12日（土）13:00／16:00
会場：	お屋敷再生複合ショップ練（大阪市中央区）

料金：	一般前売2,500円／当日2,800円　
	 学生前売1,500円／当日1,800円
	 ペアチケット4500円
問合せ：ウミ下着
　TEL：090-9610-5952（ナカニシまで）

　E-mail：info@umishitagi.com

第247回 市民狂言会
夏休みにご家族でお楽しみいただける特
別編。初めて狂言を鑑賞される方にもオス
スメの内容です！
日時：	8月9日（水）開場13:30 開演14:00
会場：	京都観世会館（左京区）

演目：	蝸牛、棒縛、竹生島詣、鶏聟
出演：	茂山千作、七五三、あきら、千五郎 ほか 
料金：	高校生以下500円
	 前売2,500円／当日3,000円 
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京

都店、高島屋京都店、チケットぴあ 
（Pコード：459-370）

※団体券2,200円（20名以上）は京都芸術セン
ターにて取扱

東アジア文化都市2017京都
「アジア回廊 現代美術展」
日時：	8月19日（土）－10月15日（日）

会場：	元離宮二条城・京都芸術センター
料金：［現代美術展］
	 　前売400円／当日600円
　　　［二条城入城＋現代美術展］
	 　前売セット券1,000円
	 　当日セット券1,200円 
※[現代美術展]のみのチケットの場合、二条城

への入城に別途料金が必要 
チケット取扱：京都芸術センター ほか
問合せ：京都いつでもコール　
　TEL：075-661-3755

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業および 印の共催事業・制作支援事業

チケットぴあで取扱いのチケットは、電話、ぴあ窓口、コンビニエンスストア（セブン・イレブン、サー
クルＫサンクス）の専用端末などからご利用いただけます。
WEB：http://t.pia.co.jp　TEL：0570-02-9999

夏休み芸術体験教室参加者募集
小中学生や高校生がより芸術に触れるた
めに、下記の教室の参加者を募集します。
日程：	①邦楽（箏・尺八）－7月23日（日）、29

日（土）、30日（日）、8月5日（土）、6日
（日）〔計5回〕

※楽器、箏の爪は貸し出します（購入希

望者はご相談ください）

②邦舞－7月29日（土）、30日（日）、8
月5日（土）、6日（日）〔計４回〕

〔8月10日（木）に発表会のリハーサ
ルを予定〕
※浴衣・足袋をお持ちの方はご持参く

ださい
③能楽1（仕舞）－7月25日（火）、26
日（水）、27日（木）、8月1日（火）、2日

（水）〔計5回〕

④能楽2（笛・小鼓・大鼓・太鼓）－7月
25日（火）、26日（水）、27日（木）、8
月1日（火）、2日（水）〔計5回〕

いずれの教室も時間は10:30－12:00
募集対象：①小学校4年生～高校3年生

②、③、④小学校1年生～中学校3
年生（ただし④笛は小学校4年生以上）

会場：	大広間、フリースペース ほか
発表日時・会場：
　　　①② 8月11日（金・祝）

　　　　　 京都芸術センター
　　　③④ 8月3日（木）

　　　　　 大江能楽堂
料金：	無料
定員：	邦楽－20名・邦舞－20名
	 能楽1－25名・能楽2－各12名
申込方法：往復はがき又はE-Mailに希望

の教室・住所・氏名・ふりがな・学校
名・学年・電話番号・保護者名を記
入の上、「夏休み芸術体験教室」担
当（info@geibunkyo.jp）まで。

※①、④は希望の楽器を第2希望まで、②は身
長を記入。なお、全日程参加できる方に限り
ます。応募多数の場合は抽選

締切：6月30日（金）〔消印有効〕

KYOTO EXPERIMENT
京都国際舞台芸術祭2017
フェスティバルの運営を支えるサポートスタッ
フと短期インターンシップを募集します。

［1］サポートスタッフ募集
舞台芸術やボランティア経験がなくても参
加可能。
活動期間：9月中旬～11月上旬
対象：上記期間に5回以上参加可能な方

［2］短期インターンシップ募集
現場スタッフの一員として、スタッフの指
導を受け、活動。
研修期間：9月中旬～11月上旬
対象：上記期間に必ず7日以上参加可能

な方

締切：8月31日（木）〔必着〕

問合せ：KYOTO EXPERIMENT事務局
　TEL：075-213-5839（11:00－19:00）

　WEB：www.kyoto-ex.jp
※応募方法等、詳細は公式ウェブサイトにて

ご確認ください

アーティスト・イン・レジデンス
プログラム 2018
パフォーミング・アーツ部門募集
京都芸術センターで滞在制作を行うアー
ティスト・イン・レジデンスプログラム。
2018年度はパフォーミング・アーツ分野か
ら募集します。
滞在期間：2018年4月1日（日）－

2019年3月31日（日）（3ヵ月以内）

応募資格：
・	パフォーミング・アーツ分野の新進芸術

家または研究者で、京都に滞在し制作・
調査研究などを行う理由が明確な方。国
籍不問

支援内容：
・	滞在期間中（3ヵ月以内）の宿泊場所の提供
・	制作場所の提供
・	居住地から関西国際空港または大阪国

際空港までの往復航空券
・	制作費として1件につき（個人・グループ問

わず）10万円（内税）の補助
・	広報協力
・	アートコーディネーターによるサポート
締切：6月30日（金）〔必着〕

「建築S
シンポシオン

ymposion－日独仏の若手建
築家による－」設営ボランティア募集
設営・撤去を手伝うボランティアを募集しま
す。ドットアーキテクツの指揮の下、3ヶ国の
建築家が挑む建築プロジェクトに、皆さんも
参加してみませんか。
期間：8月21日（月）－9月5日（火）（予定）

応募条件：
・	アートや建築に興味があり、積極的に学

び、活動したいと考えている方。
※可能であれば6月23日（金）のシンポジウム

に参加のこと。
・	8月のグラウンドで設営作業ができる、

健康な方。
応募方法：E-mailに氏名・連絡先・所属（大

学・学科名など）・使用できる言語・自
己紹介・応募動機を記入の上、件
名を「建築ボランティア希望」として

（architecture@kac.or.jp）まで。
締切：	8月15日（火）

※詳細はウェブサイトをご覧ください

アーティスト・イン・レジデンス・エクス
チェンジプログラム
−KAC×SDC− コレオグラファー募集
ソウルダンスセンター（SDC）とのエクスチェン
ジプログラムにて、2018年6～7月にソウル
ダンスセンターでリサーチ、クリエイションに
取り組むコレオグラファーを募集します。
支援内容：
・	制作費1,800,000韓国ウォン
	（約175,000円相当 ※2017年6月現在）

・	往復の航空券（日本－韓国間）

・	宿泊場所の提供
・	スタジオの提供
募集期間：7月20日（木）－9月30日（土）〔必着〕

※詳細はウェブサイトをご覧ください

詳細は京都芸術センターで配布中の募
集要項および応募用紙をご確認くださ
い。ウェブサイトからもダウンロード可。
応募方法：応募用紙に必要事項を記
入の上、必要書類とともに同センター
まで送付または持参（持参の場合は締切
日の20時まで）。
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サン・ラッファエーレ・チメーナ教会（イタリア）での公演の様子

『僕のヘビ母さん（初演）』　撮影：若旦那家康

『のっぴきならない遊動：黒宮菜菜／二藤建人／若木くるみ』（5/25－7/2）
The Point in Front Is Not the Point in Front Is Not（7/13－8/13）

フェルトシュテルケ・インターナショナル
－東アジア文化都市2017－ パブリックプレゼンテーション

［明倫WS］遊劇体「レコード漫談 ～LPレコードで聴く演劇～」

［明倫WS］ウミ下着「ウミ下着のハッピーラッキーレディオダンス公開収録」

［明倫WS］トランク企画 「正直に嘘をつく～即興で物語を創ってみよう～」

［明倫WS］MuDA「整体と運動 vol.2」

［共催］國府理「水中エンジン」redux 関連イベント
ゲストトーク：浅田彰

『日輪の翼』公開クリエイション ～輪舞するために～ 東アジア文化都市2017 京都
チェ・ジョンファ ワークショップ

伝統芸能文化創生プロジェクト講座シリーズ#1
フリースタイルな僧侶たちの聲明

［関連企画］ トークイベント

『ニュー・ファンタスマゴリア─スライドショー新世紀』

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 2726
sat sun sun monsunfrisun thusat

31302928
mon mon monwed thu fri fri sat monfri sunthu thusat satwed wed wedtuetue tue tue

古楽の演奏を専門とするアンサンブル「アカデミア・

デル・リチェルカーレ」の演奏を聴いた。16世紀末から

18世紀にローマやヴェネツィアで活躍した作曲家によ

るプログラムで構成され、バロック時代のイタリア音楽

を十分に堪能できる内容だった。

バロック音楽のよい演奏表現の条件の一つに、曲

に含まれる情緒（アフェクト）を明確に表現するというの

がある。アカデミア・デル・リチェルカーレの評価すべ

き点は、まさに様々な情緒を鮮やかに描きわけた点に

ある。コレッリの「合奏協奏曲」op.6-2は、リコーダー２

本と通奏低音（チェロとチェンバロ）という小編成で演奏さ

れ、個々の楽器の特性がより際立った。例えば、リコー 

ダーは指孔が少ないため、半音階を均一的な音色、正

確な音程で吹くことは難しい。このような特性は一見ハ

ンディキャップのようだが、その結果生じる音の凹凸感

が各楽章の陰影を引き立てていた。

バッティスタ・デリ・アントーニの「リチェルカーレ」第

2番において（「君が代」で始まるというサプライズがあった）、

チェロ独奏のファンティヌオーリは、弓を端から端まで

丁寧にゆっくりと使い、音を紡ぎ出し、その演奏は、400

年の時空を超えた吟遊詩人の「語り」を彷彿とさせた。

コレッリの「ソナタ」op.5-4では、リコーダーの技巧

的なパッセージが終始続き、よく「喋る」。舌の動きがダ

大阪の劇団、突劇金魚（以降、金魚）の新作が上演され

るとの由、迷いに迷ってたどり着いたアトリエは古い民

家で、改造された２階には四間ほどの小さな舞台、薄

暗い畳の上には虫かご、水槽、ストーブが設置されて

いて中央奥の窓にはシャッターが降りている。

物語は冬のある日、主人公の幸太郎の元に隣人の

福美が現れるところから始まる。福美は幸太郎が窓を

締め切り、三台ものストーブを点けている様子に驚く。

なぜそんなことをするのかと問うと部屋を春にするた

めだと言う。春が来れば冬眠中（病床）の母親が起きてく

る、幸太郎はそう信じているのだ。また部屋で飼ってい

るカエルを母親に食べさせるのだという……。

まず『僕のヘビ母さん』というタイトルを聞いて思い

浮かべたのは楳図かずお『へび少女』だ。ただ物語構

造は全く違っていて『へび少女』ではへびが恐怖の対

象だったのに対し、『僕のヘビ母さん』ではヘビ（母親）が

依存の対象として描かれる。主人公が何かに依存する

のは金魚作品に頻繁に登場するモチーフで、特徴的な

のは依存それ自体がはっきりと否定されない点にある。

中盤、幸太郎は母親を捨てる機会（締め切った窓が開く

シーン）があるが彼は部屋に残る（窓が閉じられる）。結局、

母親は死んで、福美とそのお腹の子と暮らすことにな

るのだが、再び閉じられた窓のせいで彼が母親を克服

したようには見えないし、彼はそもそも母親との決別を

自らは選んでいない。彼は福美の大きなお腹に「福ちゃ

ん（母親）のことばっかり見てんなよ！」と言うがそれは依

存を克服出来なかった自分の想いを子に託すという意

アカデミア・デル・リチェルカーレ京都公演
『イタリアの旅 - バロックのフォリア』
4月25日（火）

京都府立府民ホール アルティ（京都市上京区）

突劇金魚『僕のヘビ母さん』
４月１日（土）－１６日（日）
６月１７日（土）－３０日（金）（再演）

突劇金魚アトリエ（東大阪市荒川）

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

E V E N T  C A L E N D A R　7 / 1 ▲ 7 / 31

音を風にのせて飛ばすように

突劇金魚のタイムスリップ
音楽

演劇

筒井はる香

ピンク地底人３号

イレクトに音に現われるので、ごまかしが効かない。リ

コーダー奏者のロレンツォ・カヴァサンティは、細かい

音符を丁寧に一つずつ積み上げていく。音は空気中で

消えてしまうにも拘らず、曲が終わった瞬間、音の連な

りが壮大な建造物が聳え立つかのようだった。

ヴィヴァルディ、トゥリーニ、カステッロの作品では、二

人のリコーダー奏者の調和されたハーモニーと、通奏低

音の迫力が相俟って神 し々い響きに包まれた。通奏低音

というと、脇役のように聞こえるかもしれないが、このア

ンサンブルにおける存在感、すなわち表現力の豊かさは

特筆すべきものがある。

演奏会が終わった後も、あの豊潤な響きが頭から離れ

ない。よいアンサンブルの秘訣は何だろう。そういえば、

彼らは演奏中よく視線を合わせていた。チェロ奏者は、切

音のタイミングなどリコーダー奏者を見ていたし、チェンバ

ロ奏者はチェロ奏者の方を意識していた。リコーダー奏者

のマヌエル・スタロポリは、音を短く切る場合には、楽器を

前に高くつき出し、音を長く伸ばす場合には、弧を描くな

どの様 な々身ぶりによって、アンサンブルを導いていた。

このように耳だけでなく目や身体も使うことが、深

い一体感を生み、臨場感ある演奏を可能するのだろ

う。曲の終わりで、音を風にのせて飛ばすようなジェス

チャーが私には、神に音楽を捧げているように見えた。

味で他人任せともいえる。観劇後、あまりすっきりしな

いのはそのせいであるが、それが、いい。あの部屋の

窓が開かない限り、依存の連鎖は終わらない、そんな

不穏ささえ感じられた。

しかし私自身、かつてこれほどまで金魚の作品世界

に入り込んだことがあっただろうか？ 今まで金魚の世

界には様々な虫や動物、また頭から桜の木が生えてく

るような異形の者が登場してきた。そして彼らはいつも

６０年代のアングラ宜く白塗りや奇抜な衣装、或は被り

物をしていた。私はずっとそれが疑問だった。なぜなら

ゼロ年代、役を演じる「俳優」にフォーカスが当たったポ

スト演劇以降、「俳優」が白塗りや被り物をして作家の

頭の中で描く登場人物に近づくことを（少なくとも私は）

信じることが出来なくなってしまったし時代に逆行してる

とさえ思っていたからだ。

しかし今回の上演を見て、否、信じることは或は可

能かもしれないと考えを改めた。理由は上演された場

所にある。劇場ではなく、薄暗く、生活がはっきりと染

み付いた空間で蠢くヘビの被り物した「俳優」はもはや

「俳優」ではなく「ヘビ母さん」だった。思うにこのアト

リエへなかなかたどり着くことができなかった時から上

演は始まっていたのかもしれない。看板が出てなかっ

たら絶対に気がつかない時代に取り残されたような場

所で、男がヘビの足に泥を塗りたくるその猥雑さ……

２０１７年にアングラを観ているというより、場所ごと熱

狂の６０年代にタイムスリップしているような感覚、しか

し舞台から発せられる言葉は紛れもなく現代で、寺山

修司の正統な後継者は彼らしかいない、そう思った。

（4月１４日１４:３０の回）

つつい はるか／同志社女子大学非常勤講師ほか●5月に共著『音楽を
考える人のための基本文献34』（アルテスパブリッシング社）が発売されまし
た。お手にとってご覧いただければ幸いです。

ぴんくちていじんさんごう/演出家●ももちの世界という新しい劇団を始
めました。詳しくは「ももちの世界」で検索、宜しくお願い申し上げます。

大阪・南堀江にあるテヅカヤマギャラリーで、ベルトラ

ン・プラーヌ、阿部大介、神馬啓佑による展覧会が開催

された。「Dialogue」と題された本展は、ディレクター等３

名が作家を１名ずつ選び、それこそ対話を重ねながら作

られた展覧会だ。

チーフにした平面と、発泡バインダーを用いた立体が並ぶ。

形作られた椅子やジャケットのある部分は革製と見紛うほ

どで、工具や道具類はロゴマークまで緻密に模される。し

かし、どれも加熱によって一部の形状が崩れており、その変

容がかえって元の用途とのギャップを際立たせるのである。

対壁に掛けられる神馬の作品には作家にとって身近

なものが描かれるが、モチーフとしての存在感よりも記

号的な要素が際立ち、そもそも絵画とはなにかという根

源的な問いを投げかける。一方で、２点ごとに縦もしくは

横に並ぶように配置された絵画を前にすると、形態、色

彩、タッチ等をつい比較し、文脈やその関係性を探って

しまうのは私だけではないだろう。

３名の作品に共通するのは、表裏のギャップだ。それ

ぞれが確立した方法で造形を追求する結果、洗練され

た視覚的なインパクトを与えるが、一般的な形態とはど

こか異なる。その違和感こそが作品の奥に潜む本質を

示唆し、目にしているものの実体を観客に問うきっかけ

となる。背景に存在する確固たるものを紐解くには作品

会場のドアを開けると、まず展示室奥に置かれた白い

箱が目に入り、その箱が木材の質感を取り戻す瞬間に

遭遇する。プラーヌの新作《Dialogue-Bumpit》は、阿部

が隣室に展示する椅子用の木箱と緩衝材を支持体とし、

白く塗る前に撮影した本来の姿を30秒ごとにプロジェク

ションすることで成り立つ。像が切り替わると、遠目では

気づかなかったラベルの厚みや痕跡は、あたかも蘇った

かようなリアリティを伴っていきなり存在感を放つのが印

象的で、展覧会空間は設営時に時間を巻き戻されたか

のような感覚を引き起こす。一見するとマッピング技術

を使ったシンプルな手法からはスマートな印象を受ける

が、塗料が外観を均一化する行程や、自動的に過去と

現在を切り替える手段は、有無を言わさずに変化を強い

る暴力的な行為とも捉えることができ、恐ろしくもある。

それは、プラーヌが現代社会におけるデジタル技術の

発展と人との関係性をテーマに、皮肉を交えて作品化す

る感覚の現れではないだろうか。

別室では、阿部による、木の「皮膚」とも言える表皮をモ

との対話が必要で、普段とは異なる思考を促す現代アー

トがもたらす時間はなんと愛おしいのだろう。作品と丁

寧に対話を重ねることによってもたらされる豊かさを改

めて認識させる展覧会であった。

『Dialogue』
5月12日（金）－6月3日（土）

TEZUKAYAMA GALLERY（大阪市西区）

「対話」を経て

美術

板垣美香
いたがき　みか／東アジア文化都市2017京都「アジア回廊 現代美術展」
アシスタント・キュレーター●8月19日から10月15日に開催する「アジア回
廊 現代美術展」開幕に向けて目下準備中。二条城と京都芸術センターを
舞台に、日本、中国、韓国の現代美術作家25組が参加する展覧会です。
ぜひお越し下さい！

図書室休室日：7月14日（金）－16日（日）、31日（月）

祇園祭に伴う開館時間変更のお知らせ
期間：7月14日（金）－16日（日）　開館時間：10:00－17:00
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フェルトシュテルケ・インターナショナル 
－東アジア文化都市2017－ 
パブリックプレゼンテーション
日時： 7月9日（日）14:00－18:00
 （途中休憩あり）

会場： 講堂 ※入場無料、入退場自由

主催： 東アジア文化都市2017京都
 実行委員会、京都市、文化庁 
企画制作：京都芸術センター
※イベント情報（P2）もご覧ください

フェルトシュテルケ・インターナショナル2017－東アジア文化都市2017－ 

これまで京都芸術センターは、「伝統芸能文化センター（仮称）」基本
構想の実現を目指して、その構想に掲げる機能を具体化したモデ

ル事業である「京都創生座」や「五感で感じる和の文化事業」を実施して
きましたが、今年度からは「伝統芸能文化創生プロジェクト」としてこの
構想の実現に向けて発展的に取り組んでいきます。
　京都芸術センター２階には「伝統芸能文化センター」が備える機能の
具体化を進める「伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス」（略称：TARO）

を開設。今年度は、京都内外の伝統芸能に係る施設・団体・専門家の
ネットワークづくりとリサーチをメインに事業を展開します。開催するイ
ベントとしては、昨年度に引き続き実施する「先覚に聴く」や、伝統芸
能に関わる研究者や活動団体から講師を招いたトーク・レクチャー企画

「講座シリーズ」、シンポジウム
またトーク・公演・ワークショッ
プ等を組み合わせた総合イベ
ント等を予定しています。
　「 講 座シリーズ」の第１回
は、フリーマガジンの発行で
も知られるお坊さんたちの団
体「フリースタイルな僧侶た
ち」と合同で、「聲

しょうみょう

明」に焦点
をあてます。
　リサーチの内容については、
ウェブサイトで随時公開してい
く予定です。

※イベント情報（P2）もご覧ください
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うに唐突に朝鮮半島の芸能者たちが現れ、老婆
たちと束の間の狂舞を繰り広げます。今回京都
芸術センターでは、9月の公演に出演する東九条
マダン（東九条で毎年開催されている地域の祭りで、マ

ダンは「広場」の意味）のみなさんと韓国のミュージ
シャンによる、音楽のクリエイションと稽古を公
開します。
　演出のやなぎみわは、「芸能の力で、過去と未
来、聖俗、生死、男女、すべてが混合、交配する瞬
間に立ち会っていただければ」と語ります。「東アジ
ア文化都市」開催中の京都で、国家の枠を超えた
輪舞がつくられていく様子をお楽しみください。

長沙市と大邱広域市は、ともに日本では
まだ馴染みの薄い場所です。観光地化

されていない、捉えどころのない都市と言え
るかもしれません。この状況はアーティストに
とって、街を作品の素材として安易に編集し取
り扱うことを困難にさせます。しかし逆手に取
れば、シンボリックなものに気を取られ見失い
がちな物事や他者との関わりから、自身の創
造活動を改めて見つめ直すきっかけとなるの
ではないでしょうか。
　ゲストアーティストとして参加する長坂有希

（中国・長沙編）と東方悠平（韓国・大邱広域市編）は

今回のテーマ「歴史とオルタナティブ」に沿っ
て、参加者が現地で交流と対話を重ねること
で創作の可能性を拓くワークショップを実施し
ます。最終日となる京都でのパブリックプレゼ
ンテーションで、異なる文化を背景とした若手
アーティスト達の瑞 し々い感性に触れる機会
をぜひお見逃しなく。

「住み慣れた熊野の〈路地〉から立ち退きを
迫られた七人の老婆たちは、同じ〈路地〉

出身の若者・ツヨシらが運転する冷凍トレーラーに
乗って流浪の旅に出た」（『日輪の翼』京都公演、あらす

じより抜粋）―昨夏、小説『日輪の翼』原作者の中
上健次の出身地・新宮での公演を終えたトレーラー
は、今年は京都の十条出口に荷を下ろします。東
九条、十条は、昔から韓国はじめ多くの国の人達が
共生してきた地域です。
　小説『日輪の翼』の終盤、天から舞い降りるよ

─「ファンタスマゴリア」とは、どういうものなので
しょうか？ 
　18世紀末にフランスで発明されたマジック・ランタン

（幻燈機）とスライド（静止画）を用いた上映ショーです。
壁や半透明のスクリーンに、ファントム（亡霊）などの
スライドを、幻燈機を動かしたり、切り替えたりして映
し出し、19世紀にヨーロッパで流行しました。マジッ
ク・ランタンは、日本へも江戸時代には写し絵・錦影
絵、明治時代には幻燈と訳されて伝わりましたが、映
画の隆盛とともに廃れていきました。
　複数の静止画を映写する上映形態はスライド
ショーに引き継がれ、教育やビジネスなどの用途が
主流となりましたが、2000年以降、デジタルデバイ
スやSNSが普及し、写真や短い動画をAI（人工知能）
で自動的にスライドショーにするサービスが開発され
たり、アーティストがスライドショーを活用したりする
ケースが増えています。
　「ニュー・ファンタスマゴリア」では、新しい時代の
技術や表現としてスライドショーを提示します。具体
的には、独自に開発した画像の色から音楽を生成す
るソフトを用いて、アーティストや写真家が制作した
作品を上映します。
　画像から生成される音楽と同期するスライドショー
を鑑賞することで、新たな知覚体験が得られると思
います。感覚が交差し、脳内のスクリーンに上映され
る幻影が、新たなファントムであり、「ニュー・ファンタ
スマゴリア」となるでしょう。

東アジア文化都市2017京都「アジア回廊 現代美術展」の
出展作品、やなぎみわ演出による野外劇『日輪の翼』は、
ステージトレーラーでのダンスや空中パフォーマンスな
ど、豪華絢爛な饗宴です。9月の上演に先駆けて京都芸
術センターでは、東九条マダンのみなさんと韓国からの
招聘アーティストと共に、公開クリエイションを行います。

京都芸術センターが企画者と共同し、芸術文化に関わる研
究や実験を行うCo-program カテゴリーC。スライドショーに
新たな光をあてる「ニュー・ファンタスマゴリア」について、企
画をされた三木学さんに伺いました。

今回のクリエイションは講堂で、９月の公演は野外のステージト
レーラーで行われます。朝鮮半島の漂泊芸能・ナムサダンのリズ
ムは、それぞれの場所でどのように響くのでしょうか。

奥村麻衣子（アートコーディネーター）

SNS等で自分の写真が自動的にアルバムになっているのを見る
と、びっくりしてしまいます。画像記録を再組成するスライドショー
には、独特の感覚の揺さぶりがあるのかもしれません。

谷竜一（アートコーディネーター）

『日輪の翼』公開クリエイション 〜輪舞するために〜
Co-program カテゴリーA（共同制作）採択企画
日時：7月17日（月・祝）16:00　 会場：講堂
出演：【東九条マダン】陳太一、浜辺ふう　【招聘アーティスト】イム・スンファン、イ・ソンス
　　　【『日輪の翼』楽隊】JanMah、荒井康太、重森三果
料金：無料　 定員：50名（先着順／要事前申込）

主催：一般社団法人MIWA YANAGI OFFICE、京都芸術センター　　　　　※イベント情報（P2）もご覧ください

『ニュー・ファンタスマゴリア
─スライドショー新世紀』
Co-programカテゴリーC（共同実験）採択企画
会期： 7月13日（木）－16日（日）
 10:00－17:00（最終入館16:30）
  ※13日のみ19時まで開場
会場： フリースペース
出展作家：港千尋＋DOZAN11、勝又公仁彦、

キオ・グリフィス、佐久間里美、鈴木崇、
澄毅、関口涼子＋DOZAN11、武田陽介、
田中和人、中屋敷智生、矢津吉隆、
山内亮二、山本聖子

※会期中無休・入場無料

［関連プログラム］
トークイベント
日時： 7月13日（木）19:00－20:30
会場： フリースペース
登壇： 港千尋（写真家・著述家、多摩美術大学教

授）、勝又公仁彦（写真家・美術家、京都造形
芸術大学准教授）、佐藤守弘（視覚文化研究者、
京都精華大学教授）、DOZAN11（音楽家）、
三木学（編集者・色彩研究者）ほか

※入場無料、事前申込不要

主催： ニュー・ファンタスマゴリア実行委員会、
京都芸術センター

※イベント情報（P2）もご覧ください

『日輪の翼』
公開クリエイション
〜輪舞するために〜

『ニュー・ファンタスマゴリア ─スライドショー新世紀』

伝統芸能アーカイブ
＆リサーチオフィス 開設

Co-program
カテゴリーA（共同制作）

採択企画

Co-program カテゴリーC（共同実験） 採択企画

パブリックプレゼンテーション

撮影：表恒匡

実際にその土地を歩くことで、私たちと同じように人々が
生活をしているというリアリティに気づきます。この想像
力が広がる瞬間に、今後の三ヶ国の関係性にもより希望
を見出すことができるのでは。

平野春菜（アートコーディネーター）

長沙市（左）・大邱広域市（右）

芸術活動に携わる学生または卒業後まもない若
手アーティストを対象とした文化交流と国際相互
理解を目指したプロジェクト、フェルトシュテルケ・
インターナショナル。今年は「東アジア文化都市
2017京都」の公式プログラムの一つとして開催し
ます。中国・長

ちょうさ

沙市、韓国・大
て

邱
ぐ

広域市、日本・京
都市それぞれの各都市から5名ずつ選抜された計
15名の参加者たちが、約1週間ずつ各都市での
フィールドワークやリサーチを経て、最終地・京都
で共同制作によるアートプロジェクトのプランを
発表します。
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交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

談話室・チケット窓口　　　　　 ……… 10:00－20:00

○カフェ ……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
　  http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　  twitter：@Kyoto_artcenter

アーティストインタビューやイベント情報など
トピックが満載！


